
102019・7・1

20歳未満
40歳代

20歳代
50歳代 60歳以上

30歳代

住所

氏名

電話番号

年齢

について　　　　　　　　       　　　　　　　　

フリガナ

た に おり

彦
根
市
の
行
政
相
談
委
員

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

　

５
月
、
彦
根
市
区
域
担
当
の
行

政
相
談
委
員
で
あ
る
吉
持
和
代
さ

ん
が
、
近
畿
管
区
行
政
評
価
局
長

か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は

毎
年
度
、
業
績
が
特
に
顕
著
で
他

の
模
範
と
す
る
に
足
り
る
と
認
め

ら
れ
た
管
内
府
県
（
近
畿
を
中
心
と

し
た
２
府
５
県
）
の
行
政
委
員
に
対

し
、
近
畿
管
区
行
政
評
価
局
長
が

表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
皆
さ
ん
の

身
近
な
相
談
相
手
で
す
。
国
の
事

務
に
関
す
る
苦
情
な
ど
の
相
談
を

受
け
付
け
、
問
題
の
解
決
や
要
望

な
ど
を
聞
き
、
寄
せ
ら
れ
た
意
見

な
ど
を
、
そ
の
後
の
行
政
運
営
に

生
か
す
よ
う
に
橋
渡
し
を
す
る
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

（
相
談
は
無
料
・
予
約
不
要
・
秘
密
厳
守

で
す
）。

◆
総
務
省
滋
賀
行
政
監
視
行
政
相

談
セ
ン
タ
ー
☎️
０
７
７-

５
２

３-

１
１
０
０
番

問
い
合
わ
せ
先　

ま
ち
づ
く

り
推
進
室
☎
30-

６
１
１
７
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

７
月
は
「
愛
の
血
液
助
け
合

い
運
動
」
月
間
で
す

　

近
年
、少
子
高
齢
化
が
進
み
、10

〜
30
代
の
献
血
者
数
が
著
し
く
減

少
し
て
い
ま
す
。今
後
、輸
血
を
必

要
と
す
る
人
を
支
え
て
い
く
た
め

に
も
、
若
年
層
は
も
ち
ろ
ん
、
各

年
代
層
で
支
え
合
っ
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。
献
血
バ
ス
が
定
期

的
に
市
内
を
運
行
し
て
い
ま
す
の

で
、
献
血
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
滋
賀
県
赤
十
字
血
液

セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

滋
賀
県
赤
十
字

血
液
セ
ン
タ
ー
☎
０
７
７-

５
６

４-

６
３
１
１
番　

２
０
１
９
年
工
業
統
計
調
査

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た

　

調
査
結
果
は
、
中
小
企
業
政
策

や
地
域
産
業
活
性
化
政
策
な
ど
の

基
礎
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
も
工
業
統
計
調
査
な
ど
、

政
府
統
計
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

企
画
課
☎

30-

６
１
０
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番
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俳
句

ぶ
ら
ん
こ
の
揺
れ
を
残
し
て
始
業
ベ
ル

能
舞
台
静
寂
に
ひ
そ
む
余
寒
あ
り

城
を
背
に
身
を
躍
ら
す
や
出
初
式

短
歌

カ
ー
ト
押
し
ス
ー
パ
ー
買
い
物
ゆ
る
ゆ
る
に

　

妻
の
背
中
見
つ
互
い
の
齢

御
殿
び
な
施
設
へ
贈
り
た
る
と
い
う

　

母
屋
の
座
敷
ひ
ろ
び
ろ
寒
し

転
び
て
す
ぐ
立
ち
上
が
る
二
歳
児
の

　

掌
ほ
ど
の
靴
や
わ
ら
か
し

川
柳

し
あ
わ
せ
と
花
見
だ
ん
ご
の
３
本
入
り

父
さ
ん
と
迷
子
に
な
ろ
う
風
薫
る

絶
妙
な
距
離
に
お
日
さ
ま
い
ら
っ
し
ゃ
る

冠
句

陽
の
恵
み
女
は
春
の
彩
に
な
る

陽
の
恵
み
双
葉
の
コ
ー
ラ
ス
響
き
合
う

ね
じ
を
巻
く
花
咲
け
「
令
和
」
我
も
又

詩形
の
な
い
涙

夢
み
る
約
束

お
い

随
筆
・
評
論

た
ぁ
く
ん
の
お
母
さ
ん

山
仕
事
の
想
い
出

切
り
干
し
大
根
の
極
み

小
説

該
当
者
な
し

　
　
　
　
　
　

入
賞
者
決
ま
る
！　

第
55
回
市
民
文
芸
作
品

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会
文
化
振
興
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
23-

７
８
１
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
21-

３
０
８
０
番

　延べ368人の皆さんから俳句340点、短歌213点、川柳167点、冠句228点、詩30点、随筆・評論26点、小説1
点、合計1,005点の応募をいただきました。これらの中から、特選18点、入選43点、佳作135点が選ばれました。各部
門の特選は、上記の皆さんです。

中
島　

房
女 

さ
ん
（
松
原
町
）

奥
村　

和
子 

さ
ん
（
米
原
市
）

吉
田　

和
治 

さ
ん
（
大
藪
町
）

池
田　

光
雄 

さ
ん
（
彦
富
町
）

田
附　

孝
子 

さ
ん
（
東
近
江
市
）

髙
井　

豊 

さ
ん
（
正
法
寺
町
）

川
村　

美
栄
子 

さ
ん
（
松
原
町
）

大
谷　

の
り
子 

さ
ん
（
地
蔵
町
）

河
﨑　

章
さ
ん
（
東
近
江
市
）

小
林　

清
次
郎 

さ
ん
（
東
近
江
市
）

吉
原　

初
美 

さ
ん
（
後
三
条
町
）

松
瀬　

文
恵 

さ
ん
（
蒲
生
郡
竜
王
町
）

横
谷　

沙
智
さ
ん
（
南
川
瀬
町
）

藤
田　

始
宏 

さ
ん
（
犬
上
郡
豊
郷
町
）

や
ま
か
み　

ま
さ
よ 

さ
ん（
西
今
町
）

松
本　

ト
シ
子 

さ
ん
（
西
今
町
）

小
野　

隆 

さ
ん
（
仏
生
寺
町
）

上
野　

初
子 

さ
ん
（
犬
上
郡
甲
良
町
）

青少年が非行に陥
おちい

ったり、犯罪などの被害に遭
あ

ったりし
ないように、市では、青少年育成市民会議やＰＴＡなどが
各地域で巡回指導や見守り活動を推進しているほか、青少
年指導員や 少年センターの職員が街頭補導を行っていま
す。

皆さんも家庭や地域から、青少年の非行・被害防止の
取り組みを進めましょう。
問い合わせ先　 子ども・若者課☎ 49-2251、FAX 26-

1768、 少年センター☎ 24-9140、FAX26-1768

　いろいろな問題や課題を抱え、自分の居場所もなく悩
み苦しんでいる少年が、自分自身を見つめ直し、自分の
課題を克服し社会に適応して生活できるように、個別の
プログラムを組んで支援します。
　少年に関するさまざまな悩みや心配ごとの相談、無職
少年の就労・就学の相談支援を行っています。
問い合わせ先　あすくる彦根（少年センター内）☎ 26-

6880

７月は青少年の非行・被害防止に取り組む強調月間です

第 69 回社会を明るくする運動
標語と作文　特選作品紹介

標語・小学校
疋田　望

み

結
ゆ

さん（稲枝東小６年）

ふみだそう　おおきなゆめへ　いっぽずつ

標語・中学校
藤野　束

つか

咲
さ

さん（南中 1 年）

やめときな　言える友達　真の友

標語・一般
野洲　令子さん（古沢町）

ほっとする　子どもの居場所は　
　家族の団

だん

欒
らん

作文・中学校
所　晴

はる

生
き

さん（彦根中 3 年）

コミュニケーションツールのすすめ

少年の立ち直りを支援します


